
病院運営の基本理念

地域医療等における社会的責任を果たします

医療の質の向上を目指します

信頼され、選んでいただける病院を目指します

病院診療理念

患者さんとその家族、職員とその家族の幸せの為に、適切で速い診断・診療内容の充実・選択肢のある
幅広い医療・より苦痛の少ない医療・病気の急変に対しての迅速な体制作りを目指し、又仕事をする喜
び・安定した経営・職員の意識の向上を目的といたします

科学的医療と人間愛を両翼にして、明日に向かって飛んでいく者でありたい

病院看護理念

私たちは一人ひとりの患者さんの立場にたち、安心安全で心のこもった看護を提供いたします

患者さんの早期回復、急変時の適切な対応にむけ知識技術態度の研鑽に努めます

地域医療の発展のため連携をはかりチーム医療の責任を果たします

地域の安心と信頼を目指して
まず患者さんの立場に立つ。それが私たち医療の原点です

社 会 医 療 法 人 高 清 会

高井病院 KOUSEIKAI TAKAI HOSPITAL



～Ⅰ 入院の手続き～

・入院申込書（兼 保証書）
・マイナ保険証 又は 健康保険資格確認証

（1）入院当日は本館１階入退院受付で必要書類を提出の上、手続きを済ませてください。

各種診断書及び証明書交付料等、療養の給付と直接関係のない費用について、厚生労働省が定め
る規則に基づき実施する費用徴収に同意する文書（実費徴収同意書）は、病棟にてお渡しします。

（2）特別療養環境室使用（差額ベッド）

・個室、特別室又は一部の４人室（特別療養環境室）利用の際は、室料が必要となります。
・特別療養環境室利用の際は「差額室料支払い同意書」を記入の上、各病棟スタッフ
ステーションへ提出をお願いします。
※１日につき２４時を起点とし、1泊２日の差額ベッド料は２日分発生します。

入院中の注意事項とお願い

(1) 貴重品・私物の持ち込みについて

貴重品の一例（現金・スマホ・義歯・補聴器・メガネ・宝飾品など）

・私物の持ち込みは最小限に止め、自己管理でお願いします。
・貴重品の預かりは出来ませんので持ち込まないでください。
・私物、貴重品の盗難や破損、紛失については、責任を負いかねますのでご了承ください。

(2) 喫煙について

健康増進法により、病院敷地内を全面禁煙としています。万が一、当院敷地内喫煙されますと
当院での治療をお断りすることや退院していただく場合もあります。
また、当院には健康回復のために禁煙に励む患者さんが大勢おられます。疾患によっては入院時
に喫煙習慣が継続されていると治療に影響を及ぼす場合もあります。
これらの点をご理解頂き、敷地内での全面禁煙を厳守してください。

(3) 義歯をご使用の方へ

検査や手術前に義歯を取り外していただくことがあります。その際、義歯の保管は患者さん
ご自身又はご家族でお願いします。ティッシュペーパーなどで包んで保管されますと、義歯
が乾燥するだけでなく、ゴミと間違えて捨ててしまう可能性があります。普段から使用され
ている専用の容器で保管されることをお勧めします。
紛失・破損については責任を負いかねますので予めご了承ください

(4) 指輪・ピアス・マニュキュア・つけまつ毛について

治療上、支障をきたす場合がありますので手足の爪は短く切り、マニュキュア・ペディキュア
ジェルネイルは入院までに必ず除去してください。またお化粧は控えめにし、つけまつ毛
指輪・ピアスは外してください。

・各種医療受給者証
・介護保険被保険者証
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(5) 付き添い

当院は付き添いの必要はありません。但し患者さんの病状に応じて、医師の許可があれば
付き添いが認められます。その際は「家族付き添い許可願い」を各病棟のスタッフテーション
へ提出してください。付き添い布団は、有料（270円）にて貸出しております。

(6) 食事

・当院は、医師の指示に従って管理栄養士が栄養管理計画を立案したものを、献立として調理し
ています。食事についてのご質問やご相談は、看護師や管理栄養士にご相談ください。
また、患者さんの病状にあった栄養価をもとに献立を作りますので、病院の食事以外のものは
食べないようお願いします。

・食事の中止・開始・変更は締め切り時間を過ぎてからの対応は出来かねますので、お早めに
お申し出ください。外泊、外出の場合も同様にお願いします。

・食事がお済みになれば食器を配膳車まで返却してください。

(7) 入浴・シャワー浴

入浴・シャワーは主治医の許可が必要となります。症状によって、入浴・シャワー浴が
出来ない場合は、清拭・洗髪をいたします。タオル類・ボディソープ・シャンプー等は
各自でご用意いただきますようお願いします。（入院セット利用の方は不要です）

(8) 外出・外泊について

外出・外泊は治療上主治医の許可が必要となります。主治医の許可を得た方は「外出・
外泊許可願」を事前にご記入いただき、院外へ出られるときは必ず「外出・外泊許可願」
をお持ちください。帰院後は「許可証」を看護師にお返しください。

（９）無断離院について

当院は、無断での離院は理由の如何に問わず禁止しています。
無断離院され連絡が取れない場合は、ご本人の安全を守るため病院からご家族に警
察の保護申請をお願いすることがあります。ご了承ください。
また、無断離院中の事故・病状の悪化にていて、当院は一切の責任は負いません。

～高井病院の無断離院対策～

※ 無断離院の可能性が高い患者さんの場合、ご本人ご家族の同意を得て、以下のこと
を医療関係者はじめ全職員にその旨を周知させ、無断離院防止策としています。

・頻回に巡回を行い、病室は出来る限りスタッフステーションに近い位置にします。

・職員全員が認識できる寝衣を用意します。

・患者確認用紙に顔写真を貼付し、離院時の対策に備えます。

※ 高齢者・認知症のある患者さんで、無断離院の恐れのある場合は、患者さんの安全のため
ご家族に見守りをお願いしています。

配膳時間

朝食 8：00頃 ～ 9：00頃

昼食 12：00頃 ～ 13：00頃

夕食 18：00頃 ～ 19：00頃

※現在は外出・外泊は基本禁止となっております
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（10）器物破損

体温計など院内の器物を破損された場合は、必ず看護師にお申し出ください。
事情により実費で弁償していただく場合がございます。

（11）面会について

（12）非常時の対応

火災など非常時には、職員の指示に従って行動してください。避難経路・非常口
消火栓の所在は、図面及び病棟入口付近の掲示板に図示してありますのでご確認ください。

（13）携帯電話の使用及び公衆電話について

携帯電話注意事項

・院内での携帯電話は他の患者さんにご迷惑にならないようお願いします。
・携帯電話の充電器の紛失は責任を負いかねます。

公衆電話の設置場所

✿本館1階エレベーター前

（15）禁止行為

お互いが気持ちよく充分な治療をうけられるよう次の事を禁止しています。

※みだりに他人に迷惑をかけたり、診療業務に支障をきたす行為をされた場合は
転院や退院をしていただくことがあります。

・面会時間は14:00～16：00（月～土）です。

★一般病棟は完全予約制 （※事前の電話予約が必要）

★地域包括ケア病棟 予約不要

★回復リハビリ病棟 予約不要

一度の面会は１５分～２０分です。

※面会には患者さん ご家族は必ずマスクの着用をお願いします。

詳しくは各病棟、看護師にお問い合わせください

※現在は日・祝不可となっています

（14）Wi-Fi について

★他患者さんや職員への迷惑行為

★職員への過剰要求

★SNSなどへの投稿・配信

★無許可での撮影・録音

★敷地内での喫煙・飲酒（面会の来院者も含む）

★暴言・暴力・大声・セクハラ・威嚇行為・カスハラ

入院患者さん専用FreeWi-Fi がございますので、病棟で確認してください。
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～Ⅱ 入院時確認事項～

1 入院手続き・持ち物について

入院時に持参していただく書類、薬剤、物品等は以下のとおりです。
来院途中で忘れ物に気づいた場合は、来院してから職員に相談してください。

入院手続きに必要な書類など

【必須】

◇ 提出書類（ご記入の上、持参してください）

◇ マイナ保険証 又は 健康保険資格確認証 （入退院受付）

【お持ちの方のみ】

入院申込書 （入退院受付）

差額室料及び実費に関する同意書 （病棟）

病状説明の同意書 （病棟）

入院時問診表 （病棟）

◇ 医療証（乳児・幼児・身体障がい者・ひとり親家庭・措置児童・特定疾病等）

◇ 受給者証（前期高齢・更生・育成・指定難病・小児慢性特定疾病・肝炎）医療券（生活保護）

◇ 高額療養限度額適用認定証・標準負担減額認定証（保険者より発行されて認定証）

◇ 介護保険証

・ 服薬している薬：他医療機関や調剤薬局で渡された「薬の説明書」「薬手帳」

・ 「麻薬のしおり」

・ 自宅で使用している注射薬・注射器・注射針

・ 外来検査予約をしている方は「予約票」

・ ＣＴ検査やMRI検査で造影剤を使用された方は「造影剤手帳」

・ 「ペースメーカー手帳」

・ 入院中の検査のための薬

【該当する方】

入院時・持ち物について

入院生活に必要な生活用品をご準備ください。

★高井病院では、入院患者さんやご家族の入院準備や入院中の洗濯物のなどの負担軽減及び
感染予防の強化を目的に「入院セット」のレンタルを導入しております。

★1日単位の定額料金で利用できるサービスです。
入院セットご利用期間中は、

（Aセット）ねまき類・タオル類・日用品を必要なときに必要なだけご使用していただくことが
できます。

（Ｂセット）オムツ類の購入が不要となります。

身の回りの品を心配することなく治療やリハビリに専念できる、便利で安心な入院セットを是非
ご利用ください。

レンタルご希望の方は病棟スタッフに問い合わせください。
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レンタルを希望されない方は下記のものをお持ち下さい。
持ち物には全て名前の記入をお願いします。

◇シャンプー・リンス・ボディソープ

◇歯ブラシ・歯磨き粉 （入れ歯の方は入れ歯ケース）

◇コップ・箸・スプーン・フォーク

◇室内用履物（転倒防止のため履きなれたもの）

◇イヤホン（多床室は特にイヤホンが必要です）

◇タオル類（バスタオル４枚から）

◇下着（手術、検査される方はおむつ2枚）

◇筆記用具

◇電気カミソリ（男性）

◇爪切り

◇ティッシュペーパー

◇病衣（パジャマ）

◇手拭き用濡れティッシュ

◇リハビリ用靴・靴下

◇マスク

持参の場合は入院生活にふさわしいもので、診察・処置に支障がないものにしてください。

必要時、追加でお願いすることがあります。

【入院セット内容】

◇洗剤（必要時）
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3 入院中の他医療機関受診について

2 DPC（包括支払制度）

当院では、患者さんの病気や治療内容に応じて、入院費を「１日あたりの定額料金」を基本に
計算するDPC（包括支払制度）を採用しています。

DPCは全国の急性期病院で使われている仕組みで、入院料・投薬料・注射料・画像検査料など、
多くの費用が１日あたりの定額に含まれます。

一方で、手術や麻酔・内視鏡検査・特殊な検査などは、行った分だけ費用が加算される従来の
出来高方式で計算されます。

また診断内容によっては、すべて出来高方式で計算される場合もあります。
さらに、労災や自賠責保険を利用した診療、一部の処置や手術についても出来高方式が適用され
ます。

※DPC制度につきましてご不明な点がございましたら、本館１階入退院受付又は同総合受付
（医事課）へお尋ねください。なお病名や症状については医師より説明させていただきます
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これらを合わせて最終的な医療費が決定します。

当院はDPC対象病院のため、入院中は治療を一元的に管理する必要があり、原則として
他院で保険診療を受けることはできません。

普段、飲んでいる薬が入院中に足りなくなりそうな場合は、病棟看護師長へお知らせ
ください。

なお、患者さんご自身の判断で他院を受診された場合は、その費用は保険が使えず
全額自己負担となりますので、ご注意ください。



～Ⅲ 料金の支払い方法～

1. 料金の支払い方法について

入院費のご請求書は毎月翌月の12日前後に請求書を各病室へお届けするか又は、電話にてご家族に
連絡させていただきます。請求書は入退院受付にて受け取りください。

お支払いは下記場所へお願いいたします。

※月～土：本館1階入退院受付 9：00～17：30

※日・祝及び上記以外：本館1階総合受付 9：00～21：00

ご利用いただけるクレジットカード
・VISA ・マスター・JCB・アメリカンエキスプレス・DC

2. お支払いいただく入院費について

① 医療保険の自己負担割合

全国健康保険協会・健康保険・共済組合・船員保険・国民健康保険加入の患者さんは

原則として診療報酬上の診療費の３割が自己負担額となります。

（公的制度をご利用の方は自己負担額が異なる場合があります）

② 選定療養費

入院費については国の保険制度によって、患者さんのご都合による180日を超える入院の

場合は入院料や、特別療養環境の提供（差額ベッド）の特別料金は全額自己負担となります。

③ 保険外負担

② 公費負担医療費制度

保険診療外の費用が発生する場合公的に認められた費用を自費料金としてお支払いいただ
きます。

3. 自己負担が軽減される制度について

① 高額医療制度

一旦は医療保険の自己負担額をお支払いいただき、限度額を超えた分について保険者から
払い戻しを受ける制度です。

なお、高額療養費限度額適用認定証を予めご提示頂ければ、限度額を超えた自己負担の
支払いは不要となります。

※マイナ保険証があれば事前の手続きは不要です

特定の疾病に対する公費負担医療費制度（指定難病・小児慢性特定疾病・自立支援
医療など）の申請をされる方は、本館1階入院受付医療相談係でご相談ください。

4． 高額療養費限度額適用認定証・標準負担限度額認定証

支払いが高額になる可能性のある方はご加入の医療保険者より発行された認定書が必要です。

自己負担限度額は年齢及び被保険者の所得区分によって分類されます。詳しくは医療保険
者にお問い合わせください。

※マイナ保険証があれば事前の手続きは不要です
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70歳以上の方の自己負担限度額

区分 自己負担
割合 外来のみ（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並Ⅲ

現役並Ⅱ

現役並Ⅰ

3割

一般

住民非課税世帯Ⅱ

住民非課税世帯Ⅰ
（所得が一定以下）

1割

8,000円

8,000円

24,600円

15,000円

18,000円
（年間上限額144,000円）

57,600円
（多数該当44,400円）

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
（多数該当：140100円）

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％
（多数該当：93,000円）

か

2割

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

（多数該当：44,400円）

区分

自己負担限度額

自己負担限度額

ア

イ

ウ

エ

オ

70歳未満の方の自己負担限度額

事前に保険者への申請が必要です。
※月途中に申請された場合、原則、申請月の初日が発行日となります。

★申請は下記のような手順になります。

限度額認定を受けるには

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
（多数該当：140,100円）83万円以上

標準報酬
月額

53万円～79万円

28万円～50万円

26万円未満

住民税非課税

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
（多数該当：93,000円）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
（多数該当：44,400円）

57,600円 （多数該当：44,400円）

35,400円 （多数該当：24,600円）
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～Ⅳ 退院の手続き～

1. 退院の手続き

① 入院費の請求書が出来ましたら病棟で「黄色のファイル」をお渡ししますので
本館1階入退院受付にてお支払いください。（支払い方法は）

② 退院後、外来受診される方は予約票を病棟で受け取ってください

③ 診察券をお持ちでない方は入退院受付にてお申し出ください。

④ 外来受診の際は1カ月に1度マイナ保険証・健康保険資格確認証の提出
をお願いします。

2． 診断書・証明書いついて

診断書及び入院証明書等の書類が必要な場合は下記の場所へお申し出ください。

月～土 本館１階入退院受付 9：00～17：30
日・祝 本館１階総合受付 9：00～21：00

※保険会社（医療保険）の診断書は退院当日の会計時、もしくは退院後にお申し出ください。
なお、診断書・証明書につきましては文章料として実費徴収させていただきます。

◎差額室料金表（１日あたり税込金額）

3605・3607 9,680円
3603・3606 8,580円

3628 1,980円

3630 1,430円
3626・3627

特別室 3303
3310 9,680円
3305・3306 9,130円
3307・3308・3311・3312 8,580円

特別療養環境室 3321・3328・3330・3331
3106・3107 9,680円
3101・3102・3103・3105 7,480円

特別療養環境室 3121・3122・3123・3125

３階北 8,030円

特別療養環境室

すべて
産婦人科

個室

770円
14,300円

770円

770円

個室

個室

3階南

3階西

5,830円3651・3652・3653

病棟 種別 部屋番号

3655・3656・3657

金額

3658

8,580円
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◎差額室料金表（１日あたり税込金額）

4607
4613・4616・4651・4653 9,680円

4608・4610 9,130円

4605・4606・4611・4612
8,580円4615・4652・4655

4621 1,980円

4660 1,430円

4628・4630

4305・4306・4307・4308・4311 9,680円

4310・4312・4313 8,580円

4330 1,980円

4327・4328

4101・4102・4103・4105 7,480円

4130・4131・4133・4135

3810 9,900円

3801 8,030円

3802・3803・3805・3806・3807・3808

3831・3832・3833・3835

3836 2,750円

〇180日を超えた日以降の入院に係る療養のうち、入院基本料に係る差額費用として1日2640円（税込み）をいただきます。

〇保険外負担につきまして、当院では特定療養費の取り扱いに基づき、患者さんまたはご家族さんが【個室等】を
希望される場合にその差額室料として上記料金を申し受けております。

◎その他の保険負担について

日常生活上のサービスに係るもの（税込み）

文書に関するもの（税込み）

４階北

病棟

４階南

４階
地域包括ケア

西館
３階回復期
リハビリ

特別療養環境室

個室

特別室

特別療養環境室

個室

特別療養環境室

個室

特別療養環境室

個室

特別室

部屋番号 金額種別

770円

770円

770円

770円

5,500円

14,300円

種別 単位費用 種別単位 費用

布団クリーニング代

患者付き添い布団

1回につき

1日につき

2,200円

270円

3,300円

1,650円入院付き添い者食事代

ねまき（ゆかた）

3食

1枚につき

1枚につき

1枚につき

1枚につき

1枚につき

項目費用 費用項目 単位 単位

当院一般様式診断書

当院一般様式健康診断書

死亡診断書・死体検案書

カルテ開示手数料

障害診断書

自賠責診断書

診療報酬明細書
1枚につき

1枚につき

1枚につき

生命保険会社等診断書 各5,500円

3,300円

5,500円

2,200円1,100円

2,200円～22,000円

5,500円～11,000円
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【産科にかかるもの】

当院では下記の項目について、その使用量や利用回数に応じた実費のご負担をお願いしております。

（税込み）

※なお、衛生材料等の治療（看護）行為およびそれに密接に関連した「サービス」「もの」に
ついての費用の徴収や施設管理費等の曖昧な名目での費用は一切いただいておりません。

※お祝い膳につきましては和食・洋食のいずれかをお選び頂けます。

項目 単位 費用

母乳育児相談 1回につき

1回につき 3,300円

項目 費用 費用単位単位 項目

分娩料（時間内） 1回につき

分娩料（時間外）

分娩料（休日・深夜）

1回につき

1回につき

1回につき

1回につき

1日につき

1回につき

1回につき

1回につき

1回につき

1回につき

分別介助料（時間内）

分別介助料（時間外）

分 娩 介 助 料
（休日・深夜）

150,000円

新生児管理料

お祝い膳

産後処置セット

胎盤処置料

分娩キット

1回につき

1枚につき

1回につき

1回につき

1回につき

1回につき

1枚

1枚

5枚入り180,000円

170,000円

120,000円

150,000円

200,000円

7,000円

1,500円

8,000円

3,000円

5,000円 5,000円

5,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,500円

250円

300円

420円

280円

120円

出生後

退院時

お産用パッドⅬ

お産用パッドⅯ

お産用ショーツ

産着交換代

先天性代謝異常検査

新生児健診

新生児健診

新生児健診（1ヶ月）

新生児聴力検査

破水検査

産褥健診
（1ヶ月まで）

※なお、衛生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」「もの」についての

費用の徴収や施設管理等の曖昧な名目での費用は一切いただいておりません。

その他（税込み）

位種別 単位 費用

セカンドオピニオン
相談料 1回 8,800円 実費を勘定1回

種別

健康診断料
各種予防接種料

単位 費用

11
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特別療養環境室の一例 （770円～2,750円）

※ＴＶ・引き出し式冷蔵庫が使用できます

室料の差はお部屋の広さによるもので、ご利用いただきやすい
料金のお部屋は隣のベットとの間隔が近くなります。

大部屋の一例と付属品

各お部屋に洗面台とロッカー(鍵のかからないタイプ）が配置されています。
差額室料の掛からないお部屋は

テレビカードの購入が必要です。また冷蔵庫の使用も出来ません。
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個室の一例 （5,830円～9,130円）

※トイレ・洗面台・ロッカー・引き出し式冷蔵庫付

13



個室の一例 （9,680円～9,900円）

※シャワー・洗面台・トイレ・ＴＶ・引き出し式冷蔵庫・ソファー付
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～Ⅴ その他～

栄養指導のご案内

日頃の食生活で疑問に思っている事お悩みなどなんでもご相談ください。管理栄養士が食事や
栄養についてお答えします。ご希望の方は医師・スタッフにお声掛けください。

★費用は保険負担額によって異なります。

【対象疾患】

糖尿病・高血圧症・心疾患・腎臓病・肝臓病・胃・十二指腸潰瘍・
膵臓病・脂質異常・肥満・貧血・がんなどによる
食欲不振・低栄養・嚥下機能低下など

□栄養サポートチーム（ＮＳＴ）のご紹介

医師・看護師・薬剤師・管理栄養士などの様々なスタッフが
専門的な知識を持ち寄り、入院患者さんの治療が円滑に進むよう
栄養面からサポートしています。

患者相談窓口のご案内

当院では病気に関する医学的な質問並びに生活上及び入院上の不安等、さまざまな

相談をお伺いする窓口を設置しています。ご希望の方は相談窓口までお申し出ください。

開設日時 月～土曜日 9：00～12：00

火曜日 18：00～20：00 （祝・日 年末年始は除く）
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入院中は、他の病院を受診したら
全額自己負担になるのね！！

入院中の他医療機関の受診について

入院期間中（入院予定当日を含む）の他の医療機関の外来受診には、基本

的に健康保険が使用できません。

他院で処方されている定期薬が無くなりそうな時は、自己判断で受診されず、

必ず病棟師長に相談頂きますよう宜しくお願い致します。

万が一、患者さん・ご家族の判断で他医療機関を受診された場合の費用は

全額自己負担となりまのでご容赦下さい。
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当院では患者さんの個人情報の保護に万全の体制をとっています

当院では、患者さんの個人情報については下記の目的に利用し、その取扱いには万全の体制で取り組ん
でいます。なお、疑問などがございましたらお問い合わせください。

社会医療法人高清会 高井病院 院長

当院での患者さんの個人情報の利用目的は

Ⅰ．院内での利用

1．患者さんに提供する医療サービス
2．医療保険事務
3．会計・経理
4．医療事故等の報告
5．当該患者さんへの医療サービスの向上
6．院内医療実習への協力
7．医療の質の向上を目的とした院内症例研究
8．その他、患者さんに係る管理運営業務

Ⅱ．院外への情報提供としての利用

1 他の病院、診療所、助産院、薬局、訪問看護ステーション、介護サービス事業者等との連携
2． 他の医療機関等からの照会への回答
3． 患者さんの診療等のため、外部の医師等の意見・助言を求める場合
4． 検体検査業務等の業務委託
5． ご家族等への病状説明
6． 審査支払機関へのレセプトの提供
7． 審査支払機関または保険者からの照会への回答
8． 事業者等から委託を受けた健康診断に係る、事業者等へのその結果通知
9． 医師賠償責任保険等に係る、医療に関する専門の団体や保険会社等への相談または届出等
10． その他、患者さんへの医療保険事務に関する利用

Ⅲ.その他の利用

1．医療や業務の維持・改善のための基礎資料
2．外部監査機関への情報提供

※ 上記のうち、他の医療機関等への情報提供について同意しがたい事項がある場合に
はその旨をお申し出ください。

※ お申し出がないものについては、同意していただけたものとして取り扱わせていた
だきます。

※ これらのお申し出は、後からいつでも撤回、変更等をすることができます。

～Ⅵ 個人情報について～
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